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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 27年５月８日に公表致しました平成 28年３月期（平成 27年４月１日～

平成 28年３月 31日）の業績予想を修正致しましたのでお知らせ致します。 

記 

１．業績予想の修正について 

平成 28年３月期第 2四半期 連結業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 27年９月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

   

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

9,660 

百万円 

450 

百万円 

470 

百万円 

260 

円銭 

20.47 

今回発表予想(Ｂ) 9,698 264 297 195 15.75 

増減額(Ｂ-Ａ) 38 △186 △173 △65  

増減率(％) 0.4 △41.3 △36.8 △25.0  

(ご参考)前期実績 

(平成 27年３月期) 
9,685 546 596 363 28.17 

 

 

平成 28年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

   

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

18,430 

百万円 

1,000 

百万円 

1,040 

百万円 

630 

円銭 

49.59 

今回発表予想(Ｂ) 18,430 700 860 530 42.74 

増減額(Ｂ-Ａ) 0 △300 △180 △100  

増減率(％) 0 △30.0 △17.3 △15.9  

(ご参考)前期実績 

(平成 27年３月期) 
19,386 945 1,056 680 53.59 

 

 



２．修正の理由 

（平成28年3月期 第2四半期連結業績） 

当期第2四半期の連結業績は、売上高は前回予想を上回る見通しでありますが、円安に伴う原材料価格と動力

費の増加から変動費率が上昇して売上原価を押し上げました。それらを製品価格に転嫁するため、値上げにも

取り組んだものの即応とはならず、また、一部低採算品の売上が予想以上に伸長したことや機能食品セグメン

トにおいて、主力製品の販売が不振であったことも利益低下の要因となりました。さらに7月からの株式市場に

おける株価の下落した事により、退職給付費用が増加したこともあり、当第2四半期においては営業利益、経常

利益が前回予想を大幅に下回る見通しとなりました。 

 

（平成28年3月期 通期連結業績） 

当期初に計画した事業構造改革は当第3四半期以降の業績の改善に寄与いたしますが、通期を通して当第2四

半期までの減益をカバーするまでに至らない見通しです。通期の連結業績は、売上高は前回予想通りに推移す

る見込みですが、営業利益は前回予想を下回る見通しとなりました。準じて経常利益、親会社株主に帰属する

当期純利益につきましても、業績予想を修正致します。 

 

 （注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

以上 


